
株式会社行間　制作例 b

作成日：2026年11月3日

作業報告書

件名：「令和7年国勢調査 人口等基本集計 結果の要約」のウェブページ化

本書は株式会社行間が自主的に制作した制作例に添える文書です。受託業務の納品物ではありません。記録は実際に行った

作業の内容です。

1. 作業の概要

作業日 2026年11月3日

作業者 株式会社行間

原本 総務省統計局「令和７年国勢調査　人口等基本集計　結果の要約」（報道資料、PDF

6 ページ、2026年9月29日公表、タグなし）

図の数値の出所 原本に印字された数値、同じ日に公表された「結果の概要」の表、e-Stat 第1-1表

（制作例 a で取り出したもの）

利用条件 総務省統計局ホームページの利用規約（公共データ利用規約 第1.0版）。出典と「加工

して作成」の旨をページに記載。総務省のロゴ（規約の適用外）は使っていない

2. 作業の記録

順 作業内容

1 原本の入手と書き起こし。6 ページの文章・表・図を、ページの画像と文字情報を突き合わせて書き起こし

（見出しの階層、箇条書き、表 2 点、図 9 点の軸・凡例・印字された数値、注記）。原本の図の多くに数値が

印字されていないことを確認。

2 図の数値の調達。同じ公表の「結果の概要」（58 ページ）から、図3・図5・図6・図7・図8・図9 の元にな

る表（都道府県別増減率、一般世帯数、年齢 3 区分の割合、諸外国の割合、日本人・外国人人口）を書き起こ

し。

3 ページの作成（HTML・CSS）。原本の囲みの見出しを章の見出しに、目次・原本へのリンク・出典と加工の

内容を追加。数字を半角にそろえた。

4 図と表の生成プログラム（build_page.py）を作成。SVG の図 11 点と説明文・数値の表、表1・表2 を生成

し、原本の文章・表の数値と照合。照合で「人口が増加した市町村 151」と食い違い（150）を見つけ、

2020年の人口が 0 人の町（増減率「－」）の数え方を直した。

5 試験（自動）と修正。HTML の検証で見つかった id の重複・SVG の属性の誤り、幅 375px で長い URL が

はみ出す点、英語の部分の lang 指定を修正し、再試験。

6 達成基準チェックリスト・実装チェックリスト（試験の結果から自動作成）、ガイドライン、更新マニュアル、

本書の作成。PDF 化、オフライン版 ZIP、見どころの画像・動画の収録。
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3. 編集の方針（原本から変えたところ）

文章は原本のまま。数字（全角）を半角にし、レイアウトのための空白を除いた。

ページの先頭に目次、末尾に出典と加工の内容を追加した。原本の問合せ先は「原本に記載の問合せ先」

として残した。

図は原本の数値から描き直し、すべての図に説明文と数値の表を付けた。原本の図5 の日本地図は、都道

府県を同じ大きさのマスで並べた地図に置き換えた。原本の図7 の 2 つのグラフは、図7（1）・図7（2）

に分けた。

原本の図1 の人口の目盛（人）は百万人で表示した。

4. 確認の結果

JIS X 8341-3:2016（AA）：自己試験で 38 項目中、不適合 0（達成基準チェックリスト）。音声読み上

げソフトでの確認は未実施。

HTML：W3C Nu Html Checker でエラー 0 件。

数値：原本の文章・表、e-Stat、「結果の概要」の数値との照合で不一致なし。

表示：Chrome（macOS）で幅 1280px・640px・375px。ZIP を展開したフォルダでも同じ表示で

あることを確認。
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